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「
み
ど
り
の
式
典
」
は
、
平
成
一
八

年
の
閣
議
決
定
に
よ
り
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
（
内

閣
府
）
が
主
催
し
、
み
ど
り
の
学
術
賞
と

緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
み
ど
り
の
式
典
」
に
出
席
し
た
麻
生

太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、「
国
民
の
祝
日

で
あ
る
『
み
ど
り
の
日
』
は
、
自
然
に
親

し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
日
と
し
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
都
市
の
緑
を
は
ぐ
く
み
、
美

し
い
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
い
ま
や
、

人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
の
重
要
な
取
組
で
も
あ
り
ま

す
。
私
は
、
先
人
の
努
力
に
深
く
感
謝
し

な
が
ら
、
自
然
と
共
生
で
き
る
循
環
型
社

会
を
実
現
し
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
国
民
が
「
み
ど
り
」
に
関
心

を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
期
待
す

る
気
持
ち
を
表
明
し
ま
し
た
。

第
３
回  

み
ど
り
の
式
典

「
み
ど
り
の
式
典
」
が
4
月
24
日
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
も
と
、

麻
生
内
閣
総
理
大
臣
、
石
破
農
林
水
産
大
臣
等
関
係
大
臣
ほ
か
4
5
0
人
が

出
席
し
、
東
京
都
千
代
田
区
の
憲
政
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

みどりの
行事

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」と

「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」を
授
与



み
ど
り
の
学
術
賞

み
ど
り
の
学
術
賞
は
、「
み
ど
り
の
日
」

に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心
と
理
解
を
一
層

促
進
す
る
と
と
も
に
、「
み
ど
り
」
に
つ

い
て
の
国
民
の
造
詣
を
深
め
る
た
め
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
内
に
お
い
て
、
植

物
、
森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自
然
保
護
等

に
係
る
研
究
、技
術
の
開
発
、そ
の
他
「
み

ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
が
表
彰
を
行
い
ま
す
。

第
三
回
目
と
な
る
本
年
の
受
賞
者
は
、

和
田
正
三
氏
と
矢
原
徹
一
氏
の
二
名
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。和

田
正
三

九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
特
任
教
授

東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授

 

光
生
物
学
の

分
野
に
お
い
て
、

植
物
が
正
常
な

発
達
を
す
る
た

め
に
必
要
な
光

受
容
体
の
一
つ
と
し
て
、
赤
色
光
域
と
青

色
光
域
を
吸
収
で
き
る
キ
メ
ラ
光
受
容
体

ネ
オ
ク
ロ
ム
を
シ
ダ
植
物
で
発
見
し
、
ま

た
、
葉
緑
体
が
光
合
成
効
率
を
高
め
る

た
め
に
弱
い
光
に
集
ま
り
、
障
害
を
避
け

る
た
め
に
強
い
光
か
ら
逃
避
す
る
「
葉
緑

体
光
定
位
運
動
」
の
光
受
容
体
が
フ
ォ

ト
ト
ロ
ピ
ン
で
あ
る
こ
と
、
シ
ダ
植
物
で

は
フ
ォ
ト
ト
ロ
ピ
ン
の
他
に
ネ
オ
ク
ロ
ム

も
働
い
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
斯
学
の

発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

矢
原
徹
一

九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
教
授

進
化
生
物
学

の
分
野
に
お
い

て
、
植
物
が
、

昆
虫
や
病
原
体

な
ど
と
の
相
互

作
用
に
基
づ
く
繁
殖
戦
略
に
よ
っ
て
種
の

多
様
性
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
な
ど
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
野
生
植
物
の
絶

滅
リ
ス
ク
を
網
羅
的
に
評
価
し
た
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
と
り
ま
と
め
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
生
物
多
様

性
保
全
の
必
要
性
を
科
学
的
に
明
ら
か
に

し
た
著
作
や
実
践
的
な
活
動
を
通
し
、
国

民
の
理
解
増
進
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。 

緑
化
推
進
運
動
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

平
成
二
一
年
度
の
緑
化
推
進
運
動
の
功

労
者
と
し
て
受
賞
し
た
方
は
、
個
人
が
一

名
、
団
体
が
八
団
体
、
学
校
が
三
校
、
地

方
公
共
団
体
が
一
団
体
の
計
一
三
者
・
団

体
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
で
受
賞
し
た
神

山
精
二
氏
（
栃
木
県
鹿
沼
市
）
は
、
長
伐

期
優
良
大
径
材
の
生
産
を
目
標
に
造
林
・

保
育
事
業
に
専
念
し
、
後
進
の
指
導
や
林

業
技
術
の
向
上
、
林
業
の
振
興
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
県
土
の
緑
化
推
進
に
も
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇
個
人
：
神
山
精
二　

◇
団
体
：
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
（
北
海

道
野
付
郡
別
海
町
）、
蔵
王
町　

向
山

行
政
区
（
宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
）、

日
置
電
機
株
式
会
社　

本
社
工
場
（
長

野
県
上
田
市
）、
稲
渕
棚
田
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
実
行
委
員
会
（
奈
良
県
高
市
郡
明

日
香
村
）、
大
山
の
頂
上
を
保
護
す
る

会
（
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
）、
長
尾

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
花
壇
管
理
委
員
会
長

生
会
園
芸
ク
ラ
ブ
（
香
川
県
仲
多
度
郡

ま
ん
の
う
町
）、
上
浮
穴
林
材
業
振
興

会
議
（
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原

町
）、
遠
賀
川
源
流
の
森
づ
く
り
推
進

会
議
（
福
岡
県
嘉
麻
市
）

◇
学
校
：
水
戸
市
立
梅
が
丘
小
学
校
（
茨

城
県
）、
高
岡
市
立
成
美
小
学
校
（
富

山
県
）、
知
多
市
立
旭
東
小
学
校
（
愛

知
県
）

◇
地
方
公
共
団
体
：
郡
上
市
（
岐
阜
県
）

植物は光を浴びるとさまざまな反応をする。
写真はタラノキの葉。
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